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“Glass ceiling”   (1970’s) 
     invisible barriers that block the upward mobility of women in the workforce  

“Leaking pipeline”   (2000’s) 
     under-representation of women, especially at senior levels, in science 
　　　(women dropping out of science instead of moving up the career ladder)  

“Invisible web”, “Walking on eggshells”   (2010’s) 
     you should walk on eggshells if that would help you avoid making  
         statements or judging people based on “latent bias”   

横行している科学的根拠のないバイアスを「理性的・意識的に排除する」 



「家事、育児は女性の仕事」 
「研究は男性向き」 

隠されているメッセージ： 
（男性側の）優位にある事を心地よく思う気持ち 

　　Unintentional, latent, subconscious bias 
故意でない（何気ない）、潜在意識の偏見／先入観 
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「理系だと就職／結婚できないので、 
　娘が理系（医歯薬系を除く）に行くことは 
　反対だ」 
　日本国憲法23条　「学問の自由は、これを保証する」 
　日本文化には個人の自由がない!? 
　研究者には、研究を行う権利と研究を邪魔をしない義務がある 



女性研究者を増やすために 

1.  自然科学に興味がある子供、学生を元気づけ、 
　励し、導く 

2.　既に自然科学分野にたずさわる若手研究者に 
　お手本（role model）を与え、継続する 
（降りない）ように元気づけ、励し、導く 

3.　ステレオタイプを押し付けない 



私たちのコミュニティーが正面から取り組まなければならないこと 

1.  私たちが持っているこのような偏見を認め、それを乗り越えることが 
                             私たち全ての利益となる  



“We have to recognize that group averages cannot be applied to 
individual members of the group, and that individual behavior 
does not necessarily imply that all members of the group share 
said behavior” 

2. 自然科学的な考え方：論理的かつ定量的に考え、実証に 
基づいて自分なりに結論を導くという（普段私たちが実践し 
ている）考え方が私たち全ての利益となる  

横行している科学的根拠のないバイアスを「理性的・意識的に排除する」 

“Scientists should judge their colleagues on the basis of direct 
professional interactions rather than applying averages and 
stereotypes” 



自然科学分野の評価の在り方：ピアレビュー 
　　　　　　  “Peer review” 

-研究者仲間や同分野の専門家による評価や検証- 

本来的なピアレビューが機能していれば 
　（内部告発にまで至らないはず） 



「女性研究者にどんどん良い研究をしてもらいたい。 
　一方で良い研究をしている人ほど各種委員会、役員、 
　審議会、オーガナイザー、その他雑用がどんどん押し 
　付けられる。その結果、逆に研究が進まなくなるので、 
　女性研究者には、このような役職や雑用の負担を軽減 
　または免除すべきである」 
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                    No!! 
女性が意思決定に参画できるポジションにいないと 
なにもかわらない! 



女性が意思決定に参画できるポジションにいない 
　　　　-　大学（社会）が変わらない　-　 

The first permanent female president of  an Ivy League 
university  

(University of Pennsylvania, 1994-2004)  

Judith Rodin 

Ivy League 
8大学の内、現在、5大学で女性学長がリーダーシップを発揮 
Christina Hull Paxson  Brown University  
Carol L. Folt  Dartmouth College 
Drew Gilpin Faust  Harvard University 
Shirley M. Tilghman  Princeton University  
Amy Gutmann  University of Pennsylvania 


